
第 12回 高大連携協議会（機械系）議事録 

日時：平成 28年 12月 1日（木）15:30～17:00 会場：宮崎大学工学部 C棟 C421会議室 

出席者（敬称略・順不同）： 

＜工業高校＞ 

久永 昭宏（宮崎工業・工業部会），藤﨑 公滋（延岡工業），上田 雅史（日向工業・ 

連絡係），原田 弘樹（佐土原），中原 正樹（宮崎工業），園木 幸治（都城工業）， 

外村 勇二（小林秀峰），堀切  茂（日南振徳） 

＜宮崎大学＞ 

河村 隆介（学科長代理・連絡係），鄧   鋼，申  炳録，長瀨 慶紀，盆子原 康博，

木之下 広幸，友松 重樹 

進行：河村 隆介（宮崎大学） 記録：上田 雅史（日向工業） 
 

協 議 内 容  担当 

（１）大学側状況報告 

配布資料をもとに，大学，学部・大学院および学科の状況報告があった。

高校生保護者から高校側に宮崎大学卒業・修了生の進路状況について問合せ

があり，進路状況の広報について質問があった。学部の教務・学生支援室が

年度末に就職・進路状況を取り纏めており，4月に学部の新入生保護者会に

おいて進路状況の調査結果を紹介していること，また，大学ウェブサイトの

就職情報ページで昨年度の就職状況が公開されているとの回答があった。 

 

（２）高校側状況報告 

配布資料をもとに，進路状況を中心に各校からの状況報告があった。 

 

（３）今後の高大連携について 

①大学でのインターンシップについて 

8月17日～19日に宮崎大学で実施した工業高校生インターンシップの実施

状況および受講生アンケートの集計結果について報告があり，受講生の多く

から進学意欲が高まったという感想が聴かれたという報告があった。 

平成 29年度も高校生のインターンシップを実施することになり，高校側へ

平成 29年 7 月上旬頃に実施日程を問い合わせることとした。 

②高校でのスクールトライアルについて 

機械設計システム工学科 2年次学生 1名がスクールトライアル事業に参加

し，10月 11 日～13日に宮崎工業高校で実施された学校体験について報告が

あった。今後も，高校教諭を志望する学科学生に対してスクールトライアル

の参加を案内することとした。 

 

（４）その他 

①推薦入試を受験する工業高校生の減少傾向について 
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今年度，推薦入試における本学科志望 22 名の受験者のうち，工業高校生は

5名であったことの報告があり，推薦入試を受験する工業高校生が減少して

いる原因について大学側から高校側へ質問があった。保護者の経済的状況に

より就職志望者が増加していること，少子化により大企業への就職が容易に

なっていること，企業内学園で専門技能者を目指す生徒が増加したことなど

が挙げられると高校側から回答があった。 

②県内就職率の向上に向けての取り組みについて 

工学部同窓会が宮崎県内の企業で活躍されている工学部 OB・OG や技術者

を招いて，12月 10日に宮崎大学創立 330 記念交流会館コンベンションホー

ルで県内企業 OB 交流会を開催することについて案内があった。 

③宮崎県高等学校教育研究会工業部会の活動状況について 

工業部会会誌 61 号及び宮崎県内工業系高校ガイドが大学教員に配布され，

平成 27年度における工業部会の教育活動について報告があった。 

以上 
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＜敬称略＞ 

 

  

第 12回 高大連携協議会（機械系）（平成 28年 12月 1日，宮崎大学）の様子 

 

 

協議会の趣旨（2006.10.26 第 1回高大連携協議会（機械系）にて趣旨説明あり） 

 高校と大学の専門分野（機械系）のカリキュラムについて，相互理解を深める。 

 教育プログラム全体にわたり連携して，教育目標の実現に資する。 

 これらを通して，中等・高等教育に対する地域社会の期待に応える。 


